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1 はじめに

各県とも高収益品日といわれる野菜,花き等

の生産振興に力を注いできており,全体的には

これまで着実に生産拡大が図られてきている。

しかし生産,流通面での国際化の進行や国内に

おける農業生産構造の急速な変化に伴い,こ こ

数年全般に生産の伸びが停滞気味に推移してい

る。このような状況下にありな がら,岩手県内

でも比較的栽培条件の厳しい中山間地に位置す

る地域で,比較的産地が定着化してきている雨

よけホウレンソウとリンドウを事例に,主に栽

培面からその要因について考えてみたい。

2.雨よけホウレンソウの栽培上の課題と

対応技術

(1)生産の推移

雨よけホウレンソウが岩手県で急速に作付が

拡大したのは,昭和 57年頃からである。その契

機となったのは,昭和55年～57年の3か年間続

いた冷害に端を発している (表 -1)。

他の作物が大きな被害を受けた中で,ホウレ

ンソウは冷害に強い品目として,また夏秋期の

需要が高い品日として見直された。これを受け

て関係機関一丸となって特に気象災害の大き

かった中山FE5地帯及びやませ吹走地帯を中心に

積極的にホウレンソウの導入を図つた (表 -2)。

表-1 岩手県におけるホウレンソウの年次別栽
培面積等の推移

年 度
S40  50   55   60  H2   4

項 目

作付面積фD
生産量 (ガ

226 233 284 8571,340 1,切

3,420 4,020 4,080  6.520 7,980 8,210
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生産が急速に拡大した要因として,雨よけ施

設導入に対する積極的な支援や栽培が比較的軽

労働で,高齢者,婦人が栽培に容易に参画できた

ことなどが,導入当初,広 <補完作日として産地

化が進行した理由と考えられる (表 -3)。

表 -3 簡易ビニールハウス設置状況

表-2 ホウレンソウの産地分布

農業地域

区  分
栽培 面積

比率 ぐり

岩  手
久  慈
遠  野

404
204
145

(H5岩手県 畑作振興課 )

年 度

項 目

S40 H2605550

棟 数 (棟 )
面 積 (lla) 130 1089

13,387

1524
39,703

5506
56,880

8006
57,044

8160

注 155年～2年度までは導入したハウスの累計 (岩手県 畑作振興課)

3月  4月  5月  6月  7月  8月  9月  10月  11月  目標収量 (kg/a)

/○
オラクル

マジック

アクティブ,おかめ

リード,ソロモン

( /○
100

90餡
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図 -1 作型と栽培体系 (H6 岩手県農政部)



その後,以下述べる栽培的課題に取り組みな

がら,生産組織の確立,出荷関連施設の整備等に

より栽培者の増加と1戸当たりの経営面積の規

模拡大が進行し,ホウレンソウ専作農家が現れ

るなど徐々に産地の定着化が図られてきている。

(2)栽培概況

岩手県における雨よけホウレンソウの栽培の

概況についてみると,まず品種は市場性を考慮

し,食味良好な剣葉種を重点に使用しているこ

とである。 雨よけハウス当たり年間の作付回数

は3月 ～10月 の栽培期間に4～5回転作付して

いる (図 -1)。

播種方法は間引の省力化を考慮し,播種精度

の高い播種機,シードテープを使用した少粒ま

きが一般化している。

栽培様式は,株重を確保するため条間 12 clll,

株問 7～8cmと広めにしている。

施肥は土壌診断に基づいて実施しているため,

施肥量は地域によリー様ではないが 1作目はN

08～ 1 0kg/a程度使用し,2作目以降は半減す

る方法が多い。

またホウレンソウは,生育後期に灌水すると

外観的品質が低下しやすい。

播種前後に十分灌水し,その後は収穫まで無

灌水栽培することを原則としている。そのため

深耕,良質有機物の多投等による土作りに重点

を置いた栽培に特徴がある。

(3)栽培上の課題と対応技術

1)連作障害

連作障害で最も問題となっているのは,高温

期に多発する萎ちょう病である。同じ高温条件

下でも地域,園場条件により発生程度が異なる。

久慈地域農業改良普及センターにおける平成 2

年度の現地調査事例をみても明らかであるよう

に,特に灌水不良,未熟有機物施用圃場で多発し

ている (表 -456)。

表 -4 ホウレンソウ萎ちょう病の発病程度区分と圃場の排水性

(%)

排水性の程度区分

発病程度区分

良 好 並 不 良

無～微

少

中～多

甚

表 -5 発病程度区分と有機物の腐熟程度

腐 熱 程 度

発病程度区分

完 熟 中 塾 未 熟

無 ～ 微

少

中 ～ 多

甚

表-6 発病程度区分と有機物の種類

有機 物 の種類

発病程度区分

動物質 木質 繊維質

無 ～ 微

少

中 ～ 多

甚

１。

２。

２

３８

０

０

６

４

３

１

１

２

６０

７０

４

３８

(%)

７

９

０

５

１

２

１

２

６

８

１

８

７

６

２

９

４

７

８

　

　

１

(%)

２．

２８

３９

４８

２

９

８

１

２

１

２

２

７

３

３

１

５

５

３

３
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また,施設を年 4～5回転させるため,塩類集

績も早く, このことが直接ホウレンソウの生育

不良の要因になっているだけでなく,萎ちょう

症病害多発の要因にもなっている。連作障害対

策としては,病害の面では簡易な土壌消毒法,萎

ちょう病抵抗性品種の導入および土づくり等で

対応している。

また久慈地域農業改良普及センターは,土壌

病害対策を主目的として,簡易移植機械を用い

た移植栽培を現地実証し,実用化に向けた成果

を得ている。

塩類集積回避としては,土壌診断による施肥

管理が浸透してきているが,一般的には1作目に

窒素,リ ン酸,加里とも0 8kg/a,2作 目以降

半減させている例が多い。また,冬期間はビニー

ルを除去し除塩するか,青刈作物を導入し除塩

している例もみられる。

これら対策技術の中で,特に生産者が栽培上

留意しているのは,良質の有機物を作成し施用

することと,深耕による土づくりである。このこ

とを地域ぐるみで励行している県内最大の産地

である西根町では,連作障害の発生が他地域よ

り極めて少なく,最も生産の安定 した地域と

なっている。生産者の創意工夫による土づくり

技術等を正しく評価し,それを一般技術として

広く普及を図ること及び畜産資源等を活用した,

堆肥工場への助成等が,産地定着化のためにも

今後益々重要な課題となってきている。

2)品質確保

夏まき作型ホウレンソウの品質を保持し,生

産安定化を図るためには雨をコントロールでき

る雨よけ栽培が前提となる。岩手県では雨よけ

栽培がほぼ全域に普及しており,雨よけ被種資

材も生育促進効果が認められている紫外線カッ

トフィルムが大半を占めている。

さらに,栽植本数は110株 /ni程度と株間を広

めにし,株重の確保を図っている。しかし依然と

して夏まき作型は葉幅が狭く,株全体が軟弱徒

長し,葉色が淡いなど外観的品質が劣ることが

大きな問題となっている。

表 -7播種期と株重,葉形比

播種期  〔「  葉形比
抽台率

(g)

日

日

日

日

ミ
ン
ス
タ
ー

5月 1

6月 1

7月 1

8月 1

201   324
121   277
12.9   283
140  291

０

３

７

０

２

４

オ

ラ

ク

ル

201   323      0
119   271   375
115   28.4   775
156    317       0

(S61岩手園試高冷地開発センター成績書)

葉形比 :最大葉の横径 /縦径×100

また,6～ 7月 播種の作型は最も抽台しやすい

時期である。剣葉種の中でも晩抽性の品種を使

用し,さ らに地力を高め少しでも生育期間を短

縮し,抽台する前に収穫する栽培法に重点をお

いている (表 -7)。

しかし気象や圃場の不良条件下で生育に多く

の日数を要した場合など抽台が発生し,品質低

下の原因になっている事例がある。それでも夏

秋期は品薄期で,寒冷地のものが今のところ高

単価で取り扱われているが,高温期の野菜の食

味,栄養価等に感心が高まっている現況化では

早急に耐暑性品種の検索,出荷,予冷等流通技術

5月 1日

6月 1日

7月 1日

8月 1日
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も含めた夏秋期の品質向上対策技術の確立が産  8.910)。

地定着化の緊要な課題となってきている (表 ―

表-8 ホウレンソウの取扱い数量と単価

卿
⑩
佃
⑩

‐，６０６⑩
６５‐
ｍ

‐，９６５鯛
５０４
∽

姫
　
輸

(t) 2,944 3,067 2,896
-   ―

  (1)

(円 /kg) 333  287  288
(372)(287)(391)

2,395  2,228

(3)  (189)

405    421

(469)(577)

1,346  1,6118 2,210

(3041(234)(229)
713    768    671

(895)  (957)  (890)

3,175

(3)

363

(04)

注:( )内の数値は岩手県の数量,単価,(東京都中央卸売市場H元～5年の平均値)

表-9 収穫後の貯蔵温度の違いによる重量減少・水分減少

重 量 減 少 (%) 水 分 減 少 (%)時 間

(h) 15℃5℃ 35℃ 5℃ 15℃ 25℃ 35℃

0      0
40    103
101    153
106    261

０

４

４

３

３

４

８

０

８

６

４

２

３

６

０

１

０

７

３

４

７

０

６

３

０

２

３

６

0

37
94
98

0

96
143
244

０

６

１２

２７

(H5 岩手園試)

表-10 総ビタミンC含量の変化 (Щ /100 g FW)

体全柄葉身葉

収 量 直 後 183 536

２４
時

間

後

5℃ポリエチレン折込包装
15℃ポリエチレン折込包装

25℃ポリエチレン折込包装

室内放置

663
581
454
521

179
179
182
167

522
459
380
421

3)省力化技術

雨よけホウレンソウは直播栽培であるため育

苗,定植作業部 Fヨがなく,投下労力の大半は収穫

(H5 岩手園試 )

関連作業で 78%を占めている。次いで間引作業

が 19%で この 2部門を合せると97%と大半を

占めている。問引作業の省力化に関しては,播種
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表-11 雨よけ栽培技術体系

作 業 名 施肥 ,耕起 灌水 播種 薬剤散布 間引  収穫 ,出荷 計

所要時間/(10al l lXl

(H2 岩手県農政部 )

表 -12 播種法とFE5引労カ

播種法

間引時間

(lr/a)

欠  株
発生率 (%)

収  量
(kg/a)

量収項

比

手押し播種磯

真空播種機

シードテープ

条播

1粒

2粒

1粒

2粒

515
0

211
0

245

0

81
0

130
0

822
708
842
660
874

100

86

102

80

106

精度の高い播種機の導入で,少粒まきが出来る

ようになり,現在では間引作業は大幅に軽減し

てきている (表 -11,12)。

生育日数は作型により異なるが,夏期は播種

後 20～ 25日 ,春秋期では 30～40日程度で草丈

25～ 26 cll程度の高さになり収穫期になる。収穫

期は1日 211111程度も伸長するなど生育が早いこと

もあリハウス 1棟 (100r)を 2人で 2～ 3日以

内に一斉収穫している事例が多い。

収穫作業は品質保持を重視し,朝 どりを原則

としている。朝どりしたものは午前中に集荷場

に搬入し,ただちに予冷という作業手順で進行

する。

品質保持のためとは言え,収穫時間が制限さ

れることが生産規模拡大の制限要因ともなって

(昭 62 岩手園試 高冷地開発センター)

いる。この打開策として,近年経営規模の大きい

生産者を中心に「ミニ予冷庫」の導入が増加して

きている。このことにより夕方まで連続収穫が

できるなど収穫時間帯に余裕ができ,1戸当りの

規模拡大も図られてきている。

産地の定着化に省力化技術の導入は不可欠で

あるが,単に労働時間の軽減だけでなく,ミ ニ予

冷庫の普及にみられるように作業時間帯の制約

が緩和され,生産者の生活面にも時間的余裕を

生み出す技術等の研究開発も産地定着化の面か

らみて,今後大いに検討されるべき課題である

と思われる。

3.リ ンドウの栽培上の課題と対応技術

(ll 生産の推移
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岩手県でリンドウの栽培が始まったのは昭和

35年頃からである。当時は一部の農家が山堀り

株を栽培していたが,昭和ω 年頃実生からの大

量育苗法が開発され,県内各地に徐々に栽培が

拡大していつた。

昭和46年からの米の生産調整が始まったこと

に伴い,水田土壌に適するリンドウは高収益の

転作品目として注目され作付が拡大し,農協単

位で組織的に生産の取り組みが始まったのは昭

和 50年頃からである (表 -13)。

表 -13 リンドウの年次別載培面積,生産量の推移

年 次

項 目

表-14 リンドウの地域別栽培面積

市町村名 栽培面積 (han 比率 (%)

安代町

沢内村

石鳥谷町

衣川村

1047
632
400
231

313
189
120
69

作付面積     90
生産量 (百万杓   153

142  300  334
217  471 471

(岩手県 畑作振興課)

ほぼ同時期にリンドウ品種「いわて」が開発さ

れ,その後の一連の品種開発が産地化に拍車を

かけた。

リンドウは冷涼な気象と水日土壌に適し,さ

らに施設費等の設備投資もほとんどなく,栽培

管理技術も比較的容易であることから,最初中

山間地の水田転作品日として導入され,徐々に

県下全域に産地が拡大されてきた (表 -14)。

(21 栽培概況

リンドウの育苗方式は従来の地床育苗から,

セル成型育苗になり,3月 播種,6月定植が一般

化している。6月定植した株は,定植年含み3年

目の収穫開始年まで株養成期間となる。

作型は 1月保温開始の半促成から小型ハウス

(H5岩手県 畑作振興課)

を使用した3月保温開始の早穫り作型,及び露地

普通作型まである。露地普通作型は品種を組合

せることにより,7月 中下旬～10月 まで継続出

荷ができるようになった。

県平均の 1戸当りの栽培面積は26a程度であ

るが,生産者はこれら作型,品種を組合せ長期継

続出荷を図つている。

(3)栽培上の課題と対応技術

1)品種開発への取り組みと課題

岩手園試では昭和38年頃からリンドウに着目

し,栽培に関する研究に取り組んだが,産地を確

立するためには市場性の高い品種を有すること

が不可欠と考え,昭和 42年に育種に着手した。

当初,自殖と選抜の繰り返しによる固定種の

育成を目的にしていたが,自殖劣勢が発現する

など個体維持に難点があった。そこで集団選抜

法を導入し,検討したところ比較的形質の安定

した個体群を育成することが可能となった。

さらに,選抜集団間の交配による1代雑種育種

法を試みたところ形質や栽培特性がすぐれ,き

わめて有効な育種法であることが明らかとなっ

た。

このように育種開始頃のリンドウは,まず育

種法の開発から始まり,以来 10年余 りを費や
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し,昭和 52年に最初のリンドウ登録品種「いわ

て」を開発した。その後,現在まで青系切花品種

5品種,自系切花 1品種,鉢物 1品種を開発し,

品種と作型の組合せにより6月 ～11月 までの継

続出荷を可能にしている (図 -2)。

リンドウの品種育成上の課題として,需要が

高いお盆,彼岸等,物 日的切花から,今後リンド

ウの消費をさらに拡大するためには,幅広く利

用されやすい花色,草姿等のバラエティに富ん

だ品種も併せて育成してゆくことが必要である。

一方,品種維持のための現行の集団選抜法に

よる母株維持は,種子供給側からみた場合選抜

に高度の技術と労力を要するなど問題も残して

いる。効率的な母株維持,種苗の大量増殖法等の

確立が緊要の課題となっている。

地域特産的品日であるリンドウは公的研究機

関が中心となって品種開発に取り組んできたが,

これまでの産地形成の推移をみると,すぐれた

品種を持つことが産地定着化の大きな力となっ

ているものと思われる。

2)連作障害対策

現行のリンドウの栽培体系は前述のようにセ

ル苗を定植し,株養成後 3年目から採花してい

る。その後採花年数5年程度で株更新をするのが

普通であるが,株更新後,同一圃場で連続栽培す

ると生育が劣り,圃場での株落ちがしやすく,し

かも採花年数が短期間で終わるなどの連作障害

の発生が問題となっている。

連作障害を回避するため,株更新後 2～ 3年程

度水田に戻し,再びリンドウを作付している事

図 -2 リンドウの作型と栽培体系

1   2   3   4   5   6   7   8   9   10   11   12 摘 要

株養成 1年目

2年目

3年目

○ ― ― ― ●
―

(は種)    (定 植 )
播種,定植

株養成

収穫開始

収穫期 半促成
(3年株～)

露地普通

↑

3万本

35万本

(保温 )
躙

(収穫期 )

保温開始1月

保温開始3月

早生種

中生種

晩生種

極晩種
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例が多いが,現地では2年程度の水田化では同障

害が十分回避できないとしている。リンドウの

産地は中山間地の水田面積が比較的少ない地域

に分布している。このため少しでも水田化の期

間が短縮できる連作障害回避技術を確立し,水

田の効率的運用を図ることは,産地の維持と生

産者の規模拡大のための緊要の課題となってい

る。

また,リ ンドウの産地が長期化するに従い,生

理障害や病害虫の発生が年 々増加する傾向にあ

る。これまでも根腐れ,株腐れ症,褐斑病,花腐

菌核病,リ ンドウホソハマキ,ウイルス病等に対

する発生生態と防除法を明らかにし対策を講じ

てきているが,依然として産地定着化に向けて

の課題となっている。

表-15 リンドウ (5～ 6年株)の栽培技術体系

3)省力化技術

リンドウ1戸当り栽培面積は県平均で26a程

度であるが,県内最大の産地である安代町では

平均60aで,経営規模の大きい農家では211aで

40万本程度出荷している。リンドウの作業別投

下労働時間は,作付1年目は大半が育苗関連作業

であるが,成齢株では収穫関連作業が60～70%

を占める (表 -15)。

リンドウの育苗については,平成元年から2

年にかけて,セル成型育苗について検討し,セル

苗の生育特性,省力効果及び培養土の種類等を

普及に移した。その後,リ ンドウの主要産地で

は,播種ラインシステムの導入による育苗施設

が平成5年段階で7カ所設置され,農協単位の共

同育苗施設が 21カ所となっている。

作 業 の 種 類  施肥 ネット張り 除草 敷わら
株仕立て

病害虫 収穫調整 跡地整理
防除

10a当たり投下労働時間

比  率 (%)
520   220
103   43

240   5050
47  100

０
４
　
ハ
υ

５

３

０

９

８

４

２

６

３８

９

４
８

５

９

９

３

(H2 岩手県農政部)

表 -16 苗育成から定植までに要する労働時間 (llr/10a)

作 業 名 セル成型育苗 1) 移植育苗 (慣行法)

播 種 準 備

播    種
移 植 床 準 備

移    植
育 古 管 理

苗堀り上げ貯蔵

定    植

3

11

0

0

20

0

15

25
05
60
950
140
500
330

計 49 hr 201 0 hr

1)200セルトレーを使用した場合 (H元 岩手園試)
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共同育苗施設で花き苗の生産状況はリンドウ

が 3,785千本で約67%を 占めている。苗がセル

成型苗で大量に生産,供給されることにより,生

産者から育苗分野の作業が分離し,栽培が大幅

に簡易化されたこともあり,このことが新規栽

培者の参入,生産拡大に大きく寄与している

(メ2-16)。

収穫関連作業の省力化については,結束機,葉

取機の導入が進んでいるが,そのひとつの事例

として,リ ンドウ産地安代町の場合を紹介する。

安代町のリンドウ生産農家は 174戸で,採花

本数別農家割合は 20万本以上の農家 34%,

10～20万本305%,5～ 10万奉368%,5万 本

表 -17 花処理ラインの作業能率と経済性

ll)作業能率 (10a当 たり)

以下 293%で あるが,葉取機は 8割程度の農家

に,また結東機はそれよりやや少ないものの相

当数の農家に導入されてきている。

また,大型の花処理ライン (葉取り,茎切断結

東機)は平成 6年現在で採花本数 15～20万本程

度の農家中心に 11台導入されている。これら機

械の導入が収穫調整作業の軽減化,栽培規模拡

大に大きく寄与している。

なお,花処理ラインの作業能率と経済性の試

算では,1/2補助で機械を導入した場合でも

3 5ha以上の栽培規模が必要とされているが,実

際の導入状況をみると,lha程度の規模で導入

されている場合が多い。

(2)減価償却費を軽減労賃が上回る面積

技 術 体 系   延べ時間 時給単位 補助無  1/3補助  1/2補助

現行手作業

花処理ライン

2033h『

87511r
600円
700円

8 1 ha  5 4 ha  411曖
7 0 ha  4 6 ha   3 5 ha

(H2 岩手農試)

表 -18 放置温度とリンドウの鮮度

放置温度
開 封 時

葉の萎れ   結

の 状 態

露
水上げ時間

考備

5℃

10℃

15℃

20℃

25℃

30℃

35℃

３

３

４

５

５

５

５

５

５

５

４

３

２

２

葉が硬く即使用可能

ムレ臭小

ムレ臭中
ムレ臭大

0分
0分
0分
15分
30分
35り)
45多)

(H6岩手園試 )
注 :指数の数値が小さいほど葉の姜れ及び結露程度が大きいことを示している。
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このことは,機械の導入が単に経済効率面か

らだけでなく,収穫期の調整が深夜まで及ぶ過

重作業からの解放等,生活の改善面から急速に

導入が進んでいるものと考えられる (表 -17)。

の 品質保持

リンドウは切花の中では採花後の花持ちもよ

く,取 り扱いやすい品目の一つである。品質を

保持するため収穫の時間帯は朝,夕中心に行っ

ているが,収穫が集中する8,9月 は日中も収穫

し,水上げした後,選別調整している。調整後再

び水上げしながら朝までおき,品温が低いうち

に箱づめしたものを保冷車等で市場に搬送して

いる。

この方式では,盛夏期は市場に着いた時点で

ムレ症状が発生し,品質低下がみられるなど,こ

れまでも一部で問題が指摘されていた。保冷車

に搬入する前に,予冷することで品質保持が図

られることが判明したことから,同方式が導入

される動きがある。

花持ちの良いリンドウであっても,生産から

流通まで品質面を重視した組織的な取り組みが

産地を維持 してゆく上で,増々重要な課題と

なってきている (表 -18)。

おわりに

ホウレンソウ,リ ンドウを事例に産地の定着

化に対する課題と対応について,主に生産技術

面から述べてきた。生産技術面以外に産地定着

化が比較的進行している要因として,まず両品

目とも冷涼な気象を好み,寒冷地に適した品目

であるということである。また,栽培も比較的容

易で婦人等を含む幅広い労力が活用できること

などが,産地の定着化が進行している前提条件

になっているものと思われる。

さらに産地化に向けて,パイプハウス,予冷

庫,育苗施設等の適切な事業導入の誘導,助成が

大きな推進力となっている。

しかし,産地の定着化を考える場合最も大き

な役割を果たしているのは,ホウレンソウの西

根町,リ ンドウの安代町にみられるように,関係

機関の支援を受けなが らも,生産者が主体 と

なって運営している生産組織の活動があげられ

る。生産組織による生産から販売,研修活動及び

仲間作りまでの先駆的な活動が,県全体に栽培

が普及拡大してゆく上で大きな原動力となった

と言える。

今後とも産地の定着化に向けて,生産組織が

抱えている課題を生産者と共に,関係機関が一

体となって取り組み,各地の生産組織を育てて

ゆくことがますます重要になってくるものと思

われる。
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